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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は３つある。　１．健常者がズボンを着衣する時の生理的負担を評価する　
２．運動機能障害者の着脱動作を分析し、障害別に動作特徴を把握する　３．障害に応じてズボンを修正し、修正効果
を確認する。その結果、ズボンの着衣動作は自律神経の働きに影響することが示唆された。さらに、脳性マヒ、二分脊
椎、脊椎損傷の３患者について、ズボンの着脱動作を分析し、脳性マヒの症例についてはズボンの修正を行った。

研究成果の概要（英文）：  The present study has three purposes: 1. To assess physical loads during dressin
g in trousers by normal subjects. 2. To analyze the motions of dressing/undressing in trousers by persons 
with physical disabilities, and to grasp the characteristics of the motions by disease.  3. To adapt trous
ers according to the patient's motor impairment, and to evaluate the effects of the adaptation method. As 
a result, it was suggested that the motions of putting on trousers influences autonomic nervous activity. 
Furthermore, we analyzed the dressing and undressing of three subjects; a cerebral palsy patient, a spina 
bifida patient and a spinal cord injury patient. In the case of the cerebral palsy patient, trousers were 
adapted according to the motion of the subject's motor impairment.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
運動機能に障害がある人の着脱動作は、リ

ハビリ医療の分野を中心に、治療を目的とし
た研究が多く行われてきた。一方、被服の分
野では、主に運動機能の低下した高齢者を対
象に、より着脱しやすいデザインやパターン
の研究が進められてきた。海外では、リハビ
リの専門家が被服学の専門家とともに修正
衣服を製作し、効果を検証する研究が進めら
れてきたが（Nevala N et al．2003，Kratz G 
et al．1990）、日本では運動機能障害者を対
象に「医療」と「衣料」の視点から取り組ん
だ研究はまだほとんど行われていない。着脱
動作の改善には、リハビリ訓練に加えて、障
害に合わせて衣服を修正するという衣服側
からの支援も必要と考えられる。 
著者は 2008 年以降、理学療法士と連携し

ながら、着脱が自立している脳性マヒ患者 3
名と二分脊椎患者 1 名を対象に、ズボンの修
正方法に取り組んできた。着脱動作分析の研
究は上衣を扱ったものが多く、現在までのと
ころズボンの着脱動作に関する研究は、健常
者も含めてあまり報告されていない。しかし、
ズボンは性別年齢を問わずに着用される服
種であり、排泄とも関わりが深いだけに、着
脱のしやすさは、肢体不自由児・者の自立に
大きく関わると考えられる。 
現在までの著者の研究では、下肢に装具を

着装する人の場合、足の入れやすさを考慮し
たズボンの修正は、着脱に要する時間を短縮
し、同時に心拍変動と加速度の増加を抑え生
理的負担を軽減することがわかっている。し
かし、修正効果を検証するためには、生理的
負担軽減を示すさらに多くのパラメータが
必要であり、心拍変動以外の測定項目が必要
であることも示唆された。 
ズボンの着脱動作が身体に与える負担に

ついては、現在までのところ健常者を対象と
した研究は行われていない。健常者の着衣動
作は障害者とは異なるため、単に数値を比較
することはできないが、障害者のズボンの着
脱動作を考察する上で、健常者のデータが必
要であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
以上の経過を踏まえ、本研究ではこれまで

の研究成果を発展させるため、以下の目的を
設定した。 
(1)健常者のズボン着脱における生理的負担
の測定 
 障害者のズボンの着脱動作は、障害の状態
によってさまざまであり、着脱動作が身体に
与える影響を解析する基準は設定できない。
そこで、健常者が標準的に製作されたゆとり
量のズボンを着用する時の生理的負担を基
準とし、障害者の負担を評価する指標として
考察に繋げることを考えた。現在までのとこ
ろ、健常者のズボン着脱時における生理的負
担の測定結果は、ほとんど報告されていない。
健常者の着衣動作は障害者とは異なるため、

単に数値を比較する事はできないが、ズボン
の着脱動作に関する基礎データは必要であ
る。そのため、本研究では実験条件の設定か
ら実験方法を確立し、基礎データを収集する。 
(2)障害別着脱動作の分析と特徴把握 
障害者の着脱動作は、障害の種類によって

特徴があり、マヒの状態によって個人差も大
きいため、一般的には千差万別と考えられて
いる。しかし、ここでは障害者が着脱時に衣
服に感じる不具合の問題を、障害の種類を越
えて共通な問題点と、マヒや可動域の制約状
態に起因する問題点の 2つに分類できると仮
定し、障害の種類を増やして分析を行う。 
(3)障害の状態に応じた修正衣服の製作と修
正効果の確認 

(2)の結果に基づき、脳性マヒの事例と二分
脊椎の事例について修正衣服の製作を行う。
修正効果は、生理的負担の軽減と本人の感覚
申告から総合的に判断する。 
 
３．研究の方法 
(1)ズボン着衣実験における実験方法の検討 
①被験者選別テスト（2010 年 5月中旬、25℃
65%に調節した室内で実施） 
被験者は、健康面に問題なく日常生活を過

ごしている 20 代女子 22名である。測定者は
被験者に研究の趣旨と実験方法を口頭で説
明し、実験に対する協力とデータ発表の同意
を得て実施した。被験者は、床の上に敷かれ
たフロアマット（100 ㎝×200 ㎝×1．5㎝ ポ
リエステル製）の上に、本人が最も楽な座位
姿勢で待機し、3 分後、携帯型自動血圧計
（TM-2431C (株)エー・アンド・デイ）によ
り安静時の血圧を求めた。血圧測定後、被験
者は両手両足を自然に伸ばした状態で仰臥
位となり、安静時の心拍数を 15 分間測定し
た((株)GMS、AC301A)。次に、被験者は測定
者の指示に合わせて、仰臥位から身体を右側
に回転させ横臥位となり、足を伸ばしたまま
の座位姿勢を 5分間保持し、座位安静心拍数
を測定した。なお、呼吸統制は精神的負担を
避けるため行わなかったが、1分間に 30拍の
リズムにメトロノームを設定し、呼吸のリズ
ムを整える指示を与えた。 
心拍数はR-R間隔に変換した測定値を使用

し、仰臥位安静時と姿勢変換後の座位安静時
を対象に、心拍変動スペクトル解析（以下 HRV
スペクトル解析と表記する）を行った。 HRV
スペクトル解析には、高速フーリエ変換
（FFT）、自己回帰法（AR）、最大エントロピ
ー法（MEM）などがあるが、本研究では有限
長データを取り扱うことができる最大エン
トロピー法を選択し、HRV スペクトル解析ソ
フト MemCalc/Win（㈱GMS、東京）を用い、セ
グメント長 30 秒、セグメント間隔を 2 秒に
設定した。解析方法は先行研究を参考に、（奥
田等 2001）、心拍数（以下、HR と表記する）
のほか、LF、HF、LF/TP、副交感神経の指標
として HF/TP、交感神経に関する指標として
LF/HF を求めた。仰臥位安静時のデータは 15



分間測定したが、仰臥位から座位姿勢への動
作の影響を避けるため、仰臥位を保持してか
ら 5分後を起点とした 3分間を解析対象とし
た。また、上半身を起こした座位安静時の心
拍数と HRV スペクトル解析結果は、座位安静
姿勢を保持してから 1分ごとにまとめ、座位
安静後 1分、2分、3分、4分、5分の変化を
示した。 
②着衣後の安静姿勢がHRVに与える影響－仰
臥位と立位姿勢の比較－ 
安静姿勢を仰臥位とした着衣実験（2010 年

8～12 月、室内は 25℃65%に調節した）は、
被験者選別テストで自律神経の健常性が確
認された女性 15 名で実施した。試験着は、
綿 100％平織布(普通地)を用い、個々の被験
者の身体サイズに合わせ、文化式製図法で製
作した。被験者は試験着を 1回着用し、着衣
後は仰臥位安静姿勢を保持して心拍数を測
定した (AC-301A アクティブトレーサー、㈱
GMS)。着衣後の HR と HRV スペクトル解析方
法は前掲と同様である。着衣後に仰臥位を保
持してから 1 分ごとにまとめ、着衣後 1 分、
2分、3分、4分、5分を解析対象とした。HR、
HF/TP、LF/HF は、着衣前の仰臥位安静時を基
準に、着衣後 1分ごとの平均値を比較した（t
検定（対応あり））。 
次に、安静状態を立位とした着衣実験

（2011 年 8～11 月、室内は 25℃65%に調節し
た）は、被験者選別テストで自律神経の健常
性が確認された女性 11 名で実施した。試験
着は前掲と同様に製作した。被験者は座位安
静姿勢を 13 分間保持した後、立位姿勢で６
分間安静にした。7 分経過後に被験者は測定
者の指示に合わせて着衣を開始し、着衣終了
後は立位安静姿勢を 12 分間保持し心拍数を
測定した (AC-301A アクティブトレーサー、
㈱GMS)。着衣後の HR と HRV スペクトル解析
方法は前掲と同様である。着衣後に仰臥位を
保持してから 1分ごとにまとめ、着衣後 1分、
2分、3分、4分、5分を解析対象とした。HR、
HF/TP、LF/HF は、着衣前の仰臥位安静時を基
準に、着衣後 1分ごとの平均値を比較した（t
検定（対応あり））。 
(2) 健常者のズボン着衣動作時における生
理的負担の分析 
被験者は被験者選別テストによって選定

された大学生女子 16 名 (平均年齢 20.4 歳)
である。実験は 2011 年 8 月～2012 年 2 月に
25℃65％の室内で行った。 
試験着は標準的なゆとり量の試験着 A（綿

100%）と、下腿部のゆとり量を無くし腰囲の
ゆとり量を 5．2㎝減らした試験着 B（綿 35%、
ポリエステル 65%、試験着 A に比べ伸び率が
小さい）の 2種類とし、被験者ごとに製図し
試験着を製作した（文化式製図法）。1回の実
験で着用する試験着は 1種類とし、10 日以上
間隔をあけ次の試験着を測定した。なお、被
験者は無作為に 2群に分け、着衣順序を変え
て実験を行った。 
測定項目は HR、血圧、加速度、着衣所要時

間とし、HR は着衣前の立位安静時から、着衣
後の立位安静 10 分間までを R-R 間隔で測定
した。着衣後の HR は、1分ごとに着衣前安静
時 HR と比較し、着衣動作の影響を分析した
((株)GMS、AC301A)。また、 HRV スペクトル
解析(㈱GMS、MemCalc Win)を行い（詳細は前
掲）、着衣後の自律神経活動のバランスを求
めた。さらに、それらの結果と官能評価の結
果を照合した。なお、統計処理はｔ検定（対
応あり）と Wilcoxon の符号付き順位検定を
行った。 
(3)障害別着脱動作の分析と特徴把握  
①脳性マヒの１症例、②二分脊椎の１症例、

③脊椎損傷の 1症例について、ズボンの着脱
動作を分析した（2012年4月～2013年3月）。
なお、脳性マヒの症例については､動作解析
ソフト（ICpro-2DdAF ㈱ヒューテック）を
用い分析を行った。今後は、すでに得られた
症例を含めた脳性マヒ 4 例、二分脊椎 2 例、
脊椎損傷 1例について、共通の問題点と障害
別の問題点を分析する。 
(4)障害の状態に応じた修正衣服の製作と修
正効果の確認（2012 年 4月～2013 年 3月） 
①脳性マヒの症例における修正方法の検討
と修正衣服の製作 
着脱動作を分析し、残存機能を確認した上

で、修正方法の検討と修正衣服の試作を行っ
た。修正効果については時間、心拍変動、加
速度、重心移動、感覚申告を測定し評価した。 
②二分脊椎の症例における修正方法と修正
衣服の製作・修正効果の確認 
残存機能の確認と着脱動作の分析から、修

正方法を検討し修正衣服の試作を行った。 
③脊椎損傷の症例における着脱動作の確認。 
 
４．研究成果 
(1)ズボン着衣実験における実験方法の検討 
①被験者選別テスト（雙田等 2011） 
仰臥位から座位への姿勢変換が自律神経

活動におよぼす影響を確認し、被験者選別テ
ストにおける心拍変動解析の有効性を検討
した。健常な女子 22 名（平均年齢 20.2 歳）
が、仰臥位から座位へ姿勢を変え、そのとき
の心拍変動を分析した。その結果、座位にお
いて心拍数、交感神経活動指標（LF/HF）は
有意に増加し、反対に、副交感神経活動指標
（HF/TP）は有意に減少した(表 1)。しかし、
2名は座位安静時に心拍数が100(bpm)まで増
加した。また、心拍変動については、6 名が
全体とは異なる傾向を示した。その中 5名は
姿勢変換後の座位安静状態のHF/TPが仰臥位

表1　HF/TPとLF/HFの変化

1.509標準偏差 1.923 2.479 1.435 3.171 1.426

.232

LF/HF 平均値 1.15 1.97 1.53 2.25 1.46 1.25

標準偏差 .244 .240 .188 .239 .219

座位安静
後5分

HF/TP 平均値 .64 .49 .48 .48 .51 .58

仰臥位
安静

座位安静
後1分

座位安静
後2分

座位安静
後３分

座位安静
後4分

※1 ＨＦ/ＴＰとＬＦ/ＨＦの値は，座位安静時の時間ごとに仰臥位安静時と比較し，Wilcoxonの符号付き順位検定を行った．
 その結果、座位安静後は仰臥位安静時に比べ、全ての時間でHF/TPは減少し（**　p<．０１）、LF/HFは増加した（**　p<．０１）。



安静時よりも有意に増加し、1 名は姿勢変換
による HF/TP の変化が認められなかった。自
律神経活動の評価が全体の傾向とは異なる
傾向を示した被験者 6名中 4名は、仰臥位安
静時に交感神経優位の傾向がみられ、安静時
でも緊張傾向にあることがわかった。自律神
経活動は、心拍数の変化では現れにくい身体
の変化を明らかにすることが可能であり、被
験者選別テストへの活用が考えられた。スト
レスの多い現代社会では、健常者であっても
自律神経活動のバランスに若干の乱れをも
つことは、十分想定される。このような場合、
被験者の数を多くし個体差の影響をなくす
ことは、最も優先するべきことである。しか
し、被服学の着用テストのように、実験の制
約条件が多く、被験者数が限られる場合もあ
る。そのような条件下で自律神経活動の評価
を行う場合は、被験者の自律神経活動の状態
を把握しておくことが重要である。その方法
として、仰臥位から座位への体位変換にとも
なう心拍変動の分析を行うことは、被験者の
負担も少なく有効な方法といえた。 
②着衣後の安静姿勢がHRVに与える影響－仰
臥位と立位姿勢の比較－(雙田 2012b) 
 着衣前安静時の心拍変動を椅坐位と立位
で比較した結果を表 2に示す。安静姿勢を仰
臥位と設定した実験では、着衣中の平均 HR
は 98.4bpm、心拍数の増加率は 58.5%であっ
た。姿勢変換と着衣動作により、交感神経が
優位の状態に変化したと考えられた。しかし、
着衣後に仰臥位をとったため、HF/TP は着衣
後 1 分、LF/HF は着衣後 2 分で着衣前の状態
に回復し、副交感神経の影響が強まったと考
えられた。また、着衣後 5分までの HF/TP と
LF/HF は、拮抗関係を示すことなく推移して
おり、副交感神経の影響が強いため、心拍数
は着衣前よりも低くなったと考えられた。 
一方、立位姿勢を安静姿勢とした実験では、

着衣中の心拍数は 96.4bpm を示し、心拍数増
加率は 25.0％であった。着衣実験では、着衣
後 1 分、2 分で交感神経が抑制され副交感神
経優位な状態となり、HR の低下がみられた。
しかし、着衣後３分で HR および HF/TP、LF/HF
が着衣前の平均値まで回復し、着衣後 5分で
LF/HF は優位に増加し HR も増加した。着衣後

5 分までの心拍変動の推移をみると、HF/TP
と LF/HF は拮抗関係を示しており、HR と
HF/TP の関係も整合性が確認された。立位安
静姿勢の実験では、着衣動作終了後に姿勢変
換を行わず立位姿勢を保ち続けるため、ここ
に現れる心拍変動は、着衣動作の影響だけが
反映されると考えられる。すなわち、心拍数
と心拍変動が着衣前の状態に回復するまで
の自律神経のバランスを分析することで、着
衣動作が身体に与える生理的な負担を求め
られることが示唆された。それに対し、仰臥
位安静姿勢の場合は、立位から仰臥となる姿
勢変換の影響が大きく、着衣直後に心拍数と
心拍変動が回復するため、着衣による影響は
心拍変動に反映されにくいと考えられた。 
以上の比較から、ズボンの着衣動作のよう

に、着衣途中から立位となり立位姿勢の状態
で終了する実験では、着衣後に姿勢変換を行
わない立位安静姿勢が適しているといえた。
また、着衣動作が身体に与える生理的負担は、
着衣後の心拍変動が着衣前の状態に回復す
るまでの時間に現れ、自律神経バランスに反
映されることが考えられた。ただし、心拍数
と心拍変動の回復は、試験着の着脱のしやす
さによって異なることが推測される。回復ま
での時間が長い場合には、着衣後の測定時間
を長くする必要があるが、立位姿勢を保持す
る被験者の負担軽減と、交感神経の影響を考
慮しなければならない、必要十分な安静時間
の検討は、今後の課題である。 
(2) 健常者のズボン着衣動作時における生
理的負担の分析（雙田等 2012a） 
①着衣動作中の HR、合成加速度、着衣時間 
試験着 A（標準的なゆとり量を加え製作）

の着衣前の立位安静時 HRは平均 79.9bpm で、
着衣動作時には平均 98.3bpm まで増加した。
着衣後 1・2分の HR は、着衣前に比べ有意に
減少し、着衣後4～10分では有意に増加した。 
一方、下腿部のゆとり量を無くし腰囲のゆ

とり量を減らした試験着 Bでは、着衣前の立
位安静時 HR は平均 78.3bpm で、着衣動作に
よって平均 104.1bpm まで増加した。着衣後
の HR は、1・2・3分で有意に減少し、着衣後
6～10 分で有意に増加した。次に合成加速度
は、試験着 A が 66.3mG、試験着 B が 78.1mG
で、１％水準で有意差がみられ、試験着Ｂは
A に比べ着衣動作時の身体の動きが大きいと
考えられた。また、着衣所要時間は、試験着
A が平均 23.7 秒、試験着 B は 35.9 秒で、試
験着 B の着衣時間は A に比べ約 12 秒長かっ
た (p<.01)。一方、着衣のしやすさに関する
官能評価の合計得点の平均は、試験着 Aが 27
点、試験着 Bが 12 点で、試験着Ｂの評価は A
に比べ低かった(p<.01)。着衣しにくいと評
価された試験着Ｂは、ゆとり量が少ないため
着衣時の身体の揺れが大きく、100bpm 以上の
心拍数が 35 秒継続する運動といえた。 
②着衣動作後の HRV スペクトル解析(図１） 

表2　着衣前椅座位安静時と立位安静時の心拍変動

HR (bpm)
立位 660 77.1 13.406 0.522

椅座位 660 68.1 13.523 0.526
LF/TP

立位 165 0.674 0.207 0.016
椅座位 165 0.481 0.213 0.017

HF/TP
立位 165 0.326 0.207 0.161

椅座位 165 0.519 0.213 0.166
LF/HF

立位 165 3.849 3.811 0.297
椅座位 165 1.428 1.509 0.118

N 平均値 標準偏差
平均値の
標準誤差



 
図1　HRVスペクトル解析－試験着Aと試験着Bの比較－
 
試験着 A における副交感神経活動指標

(HF/TP)は、着衣前に比べ、着衣後 1・2分で 
有意に増加し、 7～10 分で有意に減少した。
反対に交感神経活動指標(LF/HF)は、着衣後
1・2 分で有意に減少し、 5 分および 8～10
分で有意に増加した。標準的なゆとり量のズ
ボン Aは、着衣後 2分までは副交感神経優位
な状態にあり、着衣後 8分以降から交感神経
優位な状態になると考察された。それに対し
B は、着衣後 7 分まで交感神経と副交感神経
の拮抗関係が認められず、両方が働いている
状態にあると考えられた。ズボンの着衣動作
は、立位姿勢で行う全身運動であるため、健
常者にとっても心拍数が増加する身体的負
担の大きいものであった。また、はきにくさ
が増すと着衣後の自律神経活動にも影響が
残り、安定するまで時間のかかることがわか
った。さらに解析を進め、高齢者の着衣動作
への提案に繋げていく予定である。 
(3)障害別着脱動作の分析と特徴把握 
①脳性マヒの１症例 
 被験者は両マヒの女性（38 歳）で、左手が
健手、右手が看手で指先にマヒがある。着脱
は自立しているが、背中に手を回すことがで
きずボタン、ファスナー等の巧緻性を要する
作業が苦手である。移動は車椅子を使用する
が、室内では這うことが多い。装具は使用せ
ず、介助者に支えられて立位姿勢をとること
ができる。ズボンの着衣動作は、足を通した
後膝立ちになり、腰まではき上げる。手が背
面に回らないため臀部が通しにくく、生地を
掴むために掌を入れる生地の余裕が必要で
ある。そのため、通常はウェストサイズが１
～2 サイズ大きなズボンを購入し着用してい
る。日常的なボタンとファスナーの掛け外し
は、上肢可動域内であれば可能である。 
②二分脊椎の１症例 
 被験者は小学生（10 歳男性）である。移動
は車椅子を使用し、常時膝下までの装具を装
着している。着脱は自立している。ズボンに
足を通してから、畳の上に寝て片手で家具な
どにつかまりながら、片足ずつズボンをはき
上げる。はき終わってからズボンを膝までま
くり装具をつける。指先にマヒはないが巧緻

性はやや劣り、下肢に感覚がないため、ズボ
ンをはきあげる動作は苦手である。排泄に伴
う更衣動作は介助が必要であり、現在パンツ
型紙おむつを下着として使用している。今後
は導尿の練習を始める予定である。被験者は
ズボンと下着を足首まで下げて排泄するが、
装具が妨げとなり下着が下がらないことが
多い。そのため、介助者は被験者を便座に座
らせてから装具を外し、下着を足首まで下ろ
して排泄を済ませ、装具を装着して立位姿勢
をとらせた後ズボンを着装させる。被験者が
股関節脱臼を繰り返しやすいこともあり、介
助支援は時間をかけ慎重に行われる。そのた
め、小学校（普通科）の休み時間内に排泄や
更衣を済ませるのが難しい。被験者は着脱の
しやすさからウェストが総ゴムのズボンを
着用しているが、後股上が下がりやすく背中
が暴露しやすい。被験者・介助者ともズボン
に不具合を感じている。 
③脊椎損傷の 1症例 
被験者は男性（36 歳）である。下肢は動か

すことができず左手にマヒがある。上肢の筋
力は強くスポーツタイプの車椅子を使用し
ている。着脱は自立しており、ズボンの着衣
はベッド上で寝姿勢で行う。被験者はベッド
に足を伸ばした姿勢で座り、片足ずつズボン
に足を通し、股までズボンを上げた後仰臥位
となる。健手でウェストベルト部分を掴み、
横臥位になり片側ずつズボンを引き上げ、腰
まではき上げていく。しかし、横臥位でズボ
ンをはき上げる動作は、筋力が必要であり、
背中まで十分に手が届かない難しさもある。
被験者はベルトを掴むためウェスト部分に
は掌が入るだけの余裕を必要とし、ウェスト
サイズは実際よりも 1～2 サイズ大きいもの
を購入している。 
以上、①～③の症例と、すでに動作解析の

終わっている脳性マヒ患者４症例、二分脊椎
患者１症例を加えた 8症例を対象に、現在分
析を行っている。今後は障害の種類を増やし、
障害固有の動作特徴と衣服の関係を分析す
る。また、障害を越えた共通の問題として、
ズボンを腰まで上げる動作について、解析を
進めている。 
(4)障害の状態に応じた修正衣服の製作と修
正効果の確認   
①脳性マヒ患者１症例における修正方法の
検討と修正衣服の製作 
 被験者は前掲(3)①と同一である。ここで
は、被験者のマヒの状態に合わせた修正方法
を考案するため、実際の着脱動作で必要な上
肢の残存機能を測定した。なお、上肢と下肢
の可動域および医療的な残存機能の確認は、
共同研究者と理学療法士の協力を得て今後
進める予定である。 
残存機能測定用試験着は、左右の脇線、左

右の折山線の計４か所に、ウエストベルトの
位置からファスナーを付け、開口部にマグネ
ットボタンを付けたものである。また、左右
脇線と左右股下線位置に、ダブルファスナー



を付け、装具装着に必要な開口部の長さが評
価できるようにした。脇線はウエストベルト
から裾まで、股下は 50 ㎝のダブルファスナ
ーを使用し、それぞれ１㎝間隔で目盛を付け
て、指先の届きやすい位置が確認できるよう 
にした。この結果に基づき、被験者に適した
開口部の位置、ファスナーの長さを決定し試
験着を製作した。修正効果は、所要時間、心
拍変動、動作解析(図 2)、加速度、重心移動、
被験者の感覚申告から総合的に評価した。結
果は、現在分析中である。 

 
②二分脊椎患者１症例における修正方法の
検討と修正衣服の製作 
 被験者は前掲(3)②と同一である。被験者
のマヒの状態に合わせた修正方法を考案す
るため、実際の着脱動作で必要な上肢の残存
機能を測定した。被験者は長径と周径のバラ
ンスが標準から大きく外れていたため、被験
者に合わせた残存機能測定用試験着を製作
し、装具装着に必要な裾部分の開口部の長さ
を決定した。修正効果については、現在分析
中である。 
今後は、脊椎損傷の症例について修正衣服

を製作し、3 症例の修正衣服について修正効
果を検証していく。 
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